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東洋堂土方医院
土方康世



寺子屋中医メモ Mamiyo＆Yasuyo 

仲尾真美代先生が
土方康世先生と二人で中医学のエッセンスをまとめた
貴重なメモ（要点集）

その他、口頭でお聞きした教えも皆で
共有できたらと考えています
ぜひ御発言を

原則 講義スライドは当時の講義資料の写しを用いますが、理解を深めるために
「寺子屋中医メモ」を資料として織り込みます





気とはなにか

気の生成

気の生理作用

気の運動形式

気の分布、分類
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気とは 自然界のものが動く原因となっているもの
ATPのことと言う考え方もある
1世界の全てを成り立たせている根源的な基質（天地、もちろ
ん人体も）
2生体の働き、エネルギーの総称  触れないもの









（１）気の様々な失調
気虚：気の消耗、機能不全、臓腑の機能減退、抵抗力の低下を
含む
気滞：気の循環が順調でなく欝滞を生じること。気の欝滞場所に
病理的産物ができる。瘀血、痰、痛みなど。
す気逆:下に降りるべき気が逆上すること。肺、胃、肝に多く見ら
れる。
肺の気逆は咳、胃の気逆はげっぷ、吐き気、肝の気逆は感情の
爆発（怒り）
気陥：上昇すべき気が上がれず、臓器を支える力を失う。気虚の
一種とることもできる。内臓下垂を引き起こす（子宮下垂症）。
気閉と気脱：気の出入異常を指す。気閉は邪気をうけ意識を失う
こと。気脱は虚弱が進む、あるいは出血などで気が大量に失わ
れ、完全に無くなることで意識を失う。
►気機失調：気が正常な動きをしないで気のめぐりの異常を来す
こと。
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血の概念

血の生成

血の機能

血の運行 （気との関係）
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4.気と血の関係
（１）気は血を生む

血の生成は、気自体と気の運動の存在なくしてありえ
ない為。
（２）気は行血する。

血自体（陰・静）では、流れ動くことは出来ないが、気の
推動力の存在で流れることが出来る。気が流れるとそれ
に連れられて血も流れる。気滞は瘀血を作る。
（３）気は摂血する

脾気があると血管は丈夫で出血しない。血管壁（平滑
筋・血小板など関与）は脾が良ければ丈夫。脾気虚になる
と血管壁弱くなり出血し易くなる（血管コントロール、凝固
因子も脾機能と関連）。
（４）血は気の母である

気は血に乗っているが、血は気に栄養をやりお互いに
助けあって体内に存在する。
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（２）血の様々な失調
血液の生成不足・消耗・出血・循環異常などがある。
血虚：血液の不足やその滋養効果の不足した病理状態を指す
（貧血に近い）。
やせ・手足のしびれ・時に関節運動障害もある。

瘀血：血流が欝滞したりして悪く、時には遅い病理状態。
気滞が原因の事も多く、又瘀血が気滞を悪化させることもある。
紫斑や痛み（通ぜざれば痛む）が特徴。

血熱：血に熱があり、血行が早くなっている病理状態。出血しや
すく、熱で血（陰液）を消耗する。







3.津液
（１）津液の基本的概念
津液とは人体の水液の総称。各臓器の正常な分泌液
（唾、汗、腸液、涙）も含む。生命維持に必要な物質的
基礎である。津は液よりうすく（比重が軽い）、流動性大
きく体表にも分布。

仙頭Drの図からもあきらかなように、津は血管内～表
皮まで何処にも分布可能である。液は比較的濃く（比重
が重い）、関節（滑液）、脳・髄（脳脊髄液）、臓腑内に入
り滋養作用など機能する。

しかし、津液はお互いに変換し合うため“津液”と呼ば
れる。体の内部から発生する津液不足（津虚）が内燥
である。軽いものは「傷津」、程度の重いものは「傷陰」
（脱液）といい熱性病によく見られる。
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仙頭正四郎 標準東洋医学
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（２）津液の生成、輸送、排泄
津液の生成は脾で水穀の精気から作られる。

輸送と排泄は脾の転送（消化管から吸収した栄養分は血と
ともに肺に）、肺の宣散粛降、腎の気化を経て、三焦（リンパ
管系）を通して全身に送られる。排泄は汗、尿、呼気の水分
などで行われる。この経路のどこかに循環障害が起きると津
液の停滞が起こり、水・湿･痰・飲などが生成される。

（３）津液の機能
皮膚、目、鼻粘膜、口腔などの保湿、骨髄・脳髄の補充
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5.気と津液の関係
気と血の関係とほぼ同じ
（１）気は津を生む。

津液生成にも気が存在しないと出来ない。
（２）気は行(化)津できる

津液の輸送や排泄（汗・尿）は、気の昇降出入運動
で行われる。
（３）気は摂津（津をとりこむ）でき、津は気を載せる事が
できる。

気の固摂作用が正常に作動して津液代謝が正常に
すすみ貯まることもない。

しかし気虚になると、固摂作用が不十分となり汗、
尿などの排泄コントロールが不良となり発汗過多、多尿
などが起きてくる。又津液流出過多になると、津液につ
いて気も流出するので、気虚が悪化する。
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（３）五行学説
五行とは木火土金水の五種類の物質とその運動をさす。
森羅万象全て五行からなると考える

①五行の特性
木火土金水の五種類の物質に対する素朴な認識を元
に、物理的、化学的特性を抽象化して次第に理論的概
念を形成した。

木：生長繁茂、昇発調達、筋の運動関連機能など
の特性ある物事
火：温熱・上昇の特性を持つ物事
土：生成・発育・養育・種植収穫・受納の特性をもつ
物事
金：粛清・収斂・変革の特質をもつ物事
水：湿潤・寒冷・下向の特質をもつ物事

寺子屋中医メモ













中医学入門 （第2版）







ⅰ相生

各行は時計回りに隣接する「行」と
「相生関係＝母子関係」にあり、資生･促進･助長に作用
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ⅱ相克

各行は、時計回りに1つ置きの「行」との間に
「相克関係」があり、制約･抑制的に作用する。
木克土・土克水･水克火･火克金･金克木である。
相生・相克は正常状態を維持する為
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ⅲ相乗

五行の正常な「相克」の関係が崩れることによって出現
する異常な相克現象を「相乗」といい、過度な「相克」で
ある。ある行が強くなりすぎ、克する行を過度に抑制す
る場合と，
克される行が衰弱し、過度に抑制され衰弱を助長する
状態である。

ⅳ相侮

相克する側が弱りすぎたり、相克される側が強くなりす
ぎたりすると、相乗が反対方向におきる。これを相侮又
は反克という
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